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刊
行
に
あ
た
っ
て

　

石
碑
は
、
石
に
文
字
を
刻
む
こ
と
で
末
永
く
残
す
こ
と
を
目
的
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
風
化
や
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
り
、
建
て
ら
れ
た
目
的
や
内
容
も
わ
か
ら
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

勝
山
市
内
に
お
き
ま
し
て
も
数
多
く
の
石
碑
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
多
く
は
忘
れ
去
ら
れ
た
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

勝
山
市
で
は
市
内
全
域
を
対
象
に
各
地
区
に
点
在
す
る
石
碑
を
尋
ね
て
碑
文
等
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
平
成
二
十
五
年
度
に
勝
山
市
石
碑

調
査
報
告
書
『
勝
山
の
石
碑
』
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
前
回
の
勝
山
市
の
石
碑
調
査
報
告
書
で
は
、
紙
面
の
関
係
か
ら
掲
載
で
き
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
、

新
た
な
発
見
も
含
め
て
続
編
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
報
告
書
で
は
、
前
回
十
分
紹
介
で
き
な
か
っ
た
「
学
校
関
係
の
碑
」「
ま
ち
づ
く
り
・
文
化
財
関
係
碑
」
に
つ
い
て
、
写
真
と
解
説

を
加
え
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回
の
報
告
書
を
見
ら
れ
た
市
民
の
方
か
ら
「
こ
こ
に
も
あ
る
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
新
た
に
発
見
さ
れ

た
石
碑
も
五
十
六
基
追
加
し
て
お
り
ま
す
。
前
回
の
報
告
書
と
あ
わ
せ
る
と
六
〇
三
基
の
石
碑
を
収
録
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
書
の
内
容
の
大
半
は
「
学
校
関
係
の
碑
」
が
占
め
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
学
校
の
変
遷
、卒
業
生
や
地
域
の
方
々
の
学
校
に
対
す
る
思
い
、

地
域
の
象
徴
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
感
じ
と
れ
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
・
文
化
財
関
係
碑
」
に
つ
い
て
は
、
勝
山
市
が
計
画
し
て
き
た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
に
基
づ
き
各
地
区
の
名
所
・
旧
跡

な
ど
を
紹
介
し
た
石
碑
と
、
勝
山
市
の
指
定
文
化
財
を
説
明
し
た
石
碑
を
紹
介
し
て
お
り
、
地
域
の
な
り
た
ち
や
特
徴
を
考
え
る
上
で
重
要

な
資
料
と
言
え
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
調
査
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ま
、
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
勝
山
市
史
編
さ

ん
審
議
会
の
委
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
機
関
、
ま
た
関
係
者
の
皆
様
方
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
、
本
書
は
「
勝
山
市
石
碑
調
査
報
告
書
」
の
続
編
で
あ
る
。

二
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
勝
山
市
史
編
さ
ん
審
議
会
の
助
言
を
受
け
た
。
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三
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山　
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雄　

造

四
、
本
書
の
執
筆
は
山
田
雄
造
が
行
っ
た
。
編
集
は
勝
山
市
教
育
委
員
会
史
蹟
整

備
課
と
山
田
雄
造
が
担
当
し
た
。

例　

言

一　

碑
は
勝
山
市
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
を
対
象
と
し
た
が
、
市
外
の
も
の
で
も
市
に
関
係

す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
今
回
は
掲
載
し
た
。

一　

人
物
碑
の
な
か
に
は
あ
く
ま
で
も
伝
承
と
し
て
、
例
え
ば
明
智
光
秀
碑
な
ど
と
し
て
伝
え
ら

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
同
じ
く
解
説
で
補
足
し
た
。

一　

碑
文
は
縦
書
き
や
横
書
き
、
両
者
の
入
り
混
じ
っ
た
も
の
な
ど
多
様
で
あ
る
。
し
か
し
一
部

を
除
き
原
則
と
し
て
縦
書
き
で
記
し
た
。
碑
文
の
長
さ
に
も
長
短
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
原
文
通
り
表
記
し
た
。

一　

碑
の
持
つ
特
性
・
特
質
を
生
か
す
た
め
、碑
文
中
の
文
字
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。
例　

舊（
旧
）

　
　

但
し
、
篆
書
体
の
文
字
や
解
説
等
で
引
用
す
る
場
合
は
新
字
体
を
用
い
た
。

一　

文
字
の
大
小
あ
る
い
は
書
体
等
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
同
じ
く
統
一
し
た
文
字
を

用
い
た
。

一　

２
つ
以
上
に
分
け
て
建
て
ら
れ
て
い
る
碑
に
つ
い
て
は
、
碑
文
碑
な
ど
と
し
て
そ
の
区
分
が

わ
か
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
直
接
の
関
連
は
な
い
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
碑
は
参
考
の
形

で
示
し
た
。

一　

明
ら
か
に
間
違
っ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
注
の
形
で
示

し
て
あ
る
。　

一　

碑
は
数
段
か
ら
な
る
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
た
め
、
寸
法
の
欄
に
２
段
、
３
段
の
形
で

示
し
た
。
高
さ
を
最
初
に
示
し
、
次
に
横
幅
を
最
後
に
厚
さ
の
順
で
表
記
し
て
あ
る
。
高
さ
は

総
高
で
幅
と
厚
さ
に
つ
い
て
は
最
上
段
の
碑
の
寸
法
で
示
し
た
。
碑
は
い
び
つ
な
形
の
も
の
も

か
な
り
あ
り
数
字
は
あ
く
ま
で
目
安
で
あ
る
。
ま
た
忠
魂
碑
な
ど
の
中
に
は
計
測
で
き
な
い
も

の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
計
測
不
能
と
し
た
。

一　

碑
の
な
か
に
は
摩
耗
が
激
し
い
も
の
が
あ
り
、
判
読
困
難
な
も
の
は
■
で
、
摩
耗
し
て
い
る

が
前
後
の
文
脈
等
か
ら
判
断
し
て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
文
字
は
□
で
示
し
た
。

一　

和
年
号
に
つ
い
て
は
す
べ
て
西
暦
で
注
記
し
た
。
例　

文
久
二
年
…
一
八
六
二
年
。

一　

碑
文
は
全
て
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
省
略
せ
ず
掲
載
し
た
が
、
裏
面
に
羅
列
さ
れ
て
い
る
人
名

に
つ
い
て
は
詰
め
て
記
し
た
。

凡　

例
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平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
勝
山
市
石
碑
調
査
報
告
書
と
し
て
『
勝
山
市
の
石

碑
』
を
発
刊
し
た
。
三
年
が
経
過
し
市
民
の
皆
様
か
ら
の
情
報
も
あ
り
、
人
物
・
一
般

そ
し
て
エ
コ
・
学
校
関
係
碑
す
べ
て
を
含
め
て
、
新
た
に
50
基
を
こ
え
る
石
碑
が
見
つ

か
っ
た
。

　

前
回
は
文
化
財
・
エ
コ
町
・
学
校
関
係
碑
に
つ
い
て
は
章
と
し
て
は
３
章
を
設
け
た

が
、
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
も
あ
り
十
分
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
回
『
続　

勝
山
市
の

石
碑
』
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
、
前

巻
の
３
章
を
独
立
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
４

章　

ま
ち
づ
く
り
文
化
財
関
係
碑
、
５

章　

学
校
関
係
碑
と
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
碑
と
は
別
に
新
た
に
見
つ
か
っ

た
碑
に
つ
い
て
は
、
６
章　

追
加
新
規

碑
と
し
て
章
を
設
け
た
。

　

４
章
の
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
関
係
碑

は
平
泉
寺
町
で
新
た
に
12
基
、
５
章
の

学
校
関
係
碑
は
二
宮
尊
徳
像
な
ど
も
碑

と
し
て
加
え
た
た
め
８
基
増
え
た
。
６

章
の
新
規
追
加
碑
は
平
泉
寺
７
、
猪
野

瀬
１
、
勝
山
4
、
村
岡
２
、
野
向
４
、

北
谷
１
、
荒
土
3
、
北
郷
１
、
鹿
谷
４
、

遅
羽
５
、
で
計
32
基
、
県
外
・
市
外
で

勝
山
に
関
係
の
あ
る
も
の
４
基
も
含
め

て
36
基
を
追
加
し
た
。
分
類
別
で
は
人

物
碑
４
基
、
一
般
碑
32
基
で
あ
る
。
表
16
は
前
巻
の
表
１
の
訂
正
版
で
あ
る
。
な
お
表

に
つ
い
て
は
先
の
報
告
書
か
ら
の
通
し
番
号
で
あ
る
。

　

４
章
は
３
節
を
設
け
そ
れ
ぞ
れ
１
節　

平
泉
寺
町
ま
ち
づ
く
り
碑
、
２
節　

エ
コ
関

係
碑　

３
節　

文
化
財
関
係
碑
と
し
た
。
５
章
の
学
校
関
係
碑
は
今
回
す
べ
て
の
地
区

に
節
を
設
け
た
。
地
区
別
記
号
に
ａ
な
ど
と
小
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い
て
あ

る
が
地
区
区
分
は
変
わ
ら
な
い
。
６
章
の
追
加
新
規
碑
は
地
区
の
区
分
を
取
り
払
い
一

括
し
て
扱
い
、
番
号
に
つ
い
て
は
地
区
ご
と
の
番
号
を
継
続
さ
せ
た
。
市
外
・
県
外
は

ま
と
め
て
記
号
Ｋ
と
し
た
。
今
後
も
新
た
に
見
つ
か
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
ま
で
に

調
査
し
た
石
碑
は
603
基
で
あ
る
。

　

勝
山
市
石
碑
調
査
報
告
書

区分 　分類
地区　 人物碑 一般碑 忠魂碑 文化財 エコ町 学　校 全体数

A 平泉寺 11 61 　　2 　1 68 1 144
B 猪野瀬 　3 22 　　1 　0 　3 　 1 　30
C 勝　山 31 54 　　5 2 14 53 159
D 村　岡 　4 20 　　2 　0 　3 5  34
E 野　向 　　3 21 　　4 2 　8 　　5  43
F 北　谷 　 1 　9 　3 　0 　1 　　3 　17
G 荒　土 　8 22 　　1 　0 　 4 21 56
H 北　郷 　 5 30 　　2 　2 　7 　3 49
I 鹿　谷 　　3 24 　　5 　1   5 　 3 41
J 遅　羽 　0 16 　1 　3 　6 　　0 26
Ｋ 県　外 0 　　4 0 0 　0 0    4

全体数 69 283 26 11 119 95 603

表16　地区別・分類別石碑一覧
は
じ
め
に
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全
体
的
な
解
説
に
つ
い
て
は
先
の
報
告
書
の
３
章
１
節　

文
化
財
・
エ
コ
町
関
係
碑

に
譲
る
。
こ
の
章
で
扱
う
碑
は
全
体
と
し
て
大
き
く
は
４
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
平

泉
寺
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
設
置
の
碑
、
勝
山
エ
コ
推
進
協
議
会
設
置
の
碑
（
勝

山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
碑
を
含
む
）、
村
部
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
関
係
の
碑
、
文
化
財

碑
で
あ
る
。
文
化
財
碑
は
11
基
、
勝
山
町
関
係
は
14
基
、
エ
コ
関
係
碑
は
37
基
で
前
回

と
変
化
は
な
い
。
平
泉
寺
町
ま
ち
づ
く
り
の
碑
が
新
た
に
12
基
を
加
え
68
基
に
な
っ
た
。

　

本
来
は
地
区
別
に
分
け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
章
に
限
り
１
節
を
平
泉
寺
町
ま
ち

づ
く
り
碑
、
旧
勝
山
町
と
村
部
の
エ
コ
関
係
碑
は
区
分
せ
ず
２
節
と
し
て
エ
コ
関
係
碑

と
し
た
。
村
部
の
エ
コ
関
係
碑
に
は
、
共
通
し
て
「
勝
山
市
エ
コ
ミ
ー
ジ
ア
ム
ふ
る
さ

と
元
気
博
物
館
」
と
記
さ
れ
、
№
１

－

１
と
通
し
番
号
も
記
さ
れ
て
い
る
。
№
１
は
平

成
17
年
（
二
〇
〇
五
）
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
、平
成
21
年
の
№
５
ま
で
で
あ
る
。

旧
勝
山
町
の
碑
は
標
題
と
説
明
文
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
３
節
は
文
化
財
関
係
碑
と

し
写
真
は
一
部
を
掲
載
し
た
。

　

１
・
２
節
の
碑
に
つ
い
て
は
碑
の
形
態
が
統
一
さ
れ
て
い
る
た
め
、
原
則
と
し
て
標

題
と
碑
に
刻
ま
れ
た
文
章
も
含
め
表
形
式
で
示
す
こ
と
に
し
た
。
但
し
１
節
の
平
泉
寺

町
の
碑
に
つ
い
て
は
特
徴
あ
る
も
の
を
選
び
何
点
か
写
真
を
掲
載
し
た
。
ま
た
３
節
の

エ
コ
関
係
の
碑
に
つ
い
て
も
、
村
部
か
ら
モ
デ
ル
と
な
る
碑
の
写
真
を
示
し
た
。

１
節　

平
泉
寺
町
ま
ち
づ
く
り
碑

　

表
中
の
番
号
は
平
泉
寺
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
作
成
し
た
「
平
泉
寺
」
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
名
所
・
旧
跡
標
柱
番
号
に
な
ら
っ
た
。
平
成
20
年
以
降
に
設
置
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
新
た
に
番
号
を
付
し
た
。
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
推
進
協
議
会
作
成

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
４
基
の
み
写
真
で
紹
介
し
た
。

　
　

４
章　

ま
ち
づ
く
り
・
文
化
財
関
係
碑

記号 番 名　　称 文　　　　　　　　　　　章 場　所 設置年月日

ａ 1 南大門跡 中世（戦国時代）平泉寺の仏教伽藍の正面に建っていた門 平泉寺 平成15.4

ａ 2 蘭塔 平泉寺再興の祖顕海僧上の御得（徳）を敬慕して、僧上の遺物、三昧一鉢
を埋めその上に塔を建てた 平泉寺 平成15.7

ａ 3 東尋坊跡 東尋坊は力が強く乱暴な僧であったので、一山衆徒の恨みをかい三国の絶
壁から突き落とされた。すると東尋坊の井戸は血の色に染まったという 平泉寺 平成15.4

ａ 4 麻結地蔵 老婆がお堂の前に麻を干し、柴刈に出たところ俄雨が降り慌てて帰ると、
麻はきれいに結んでお堂の中に入れてあった 平泉寺 平成15.4

ａ 5 貴船神社跡 中世に平泉寺の安全祈願のため建立された社。御神体は船に乗った神様で
今は白山神社境内に安置されている 平泉寺 平成15.4

ａ 6 構口跡 中世の平泉寺の正面を守っていた門。この下に大きな堀があった 平泉寺 平成15.4
ａ 7 若宮神社 平泉寺四十八社三十六堂のひとつ。この辺の字名は若宮という 平泉寺 平成15.4

ａ 8 天神堂 平泉寺四十八社三十六堂のひとつ。御神体は菅原道真。この辺の字名は天
神堂という 平泉寺 平成15.4

ａ 9 城山 城山道場。この一角に平泉寺いくさ奉行の朝倉景鏡の墓がある 平泉寺 平成15･7
ａ 10 下馬大橋 菩提林の入口浄川にかかる橋。ここで馬を下り身を清めてからお参りした 平泉寺 平成15.4

ａ 11 常夜灯 昔は毎夜灯りがともされた。村の若者がよい嫁欲しさに灯の傘に石を投げ、
乗ると願いが叶うと喜んだ 平泉寺 平成15.4

ａ 12 紺屋坂 平泉寺全盛の頃このあたりに紺屋があったという 平泉寺 平成16.3

ａ 13 鳥吠小路 兄に追われていた義経主従が観音堂に宿を取った時、夜中に一番鶏が鳴い
て時を告げ、一行を追手から助けた 平泉寺 平成16.3

ａ 14 源如坊清水 このあたりは源如坊という坊院があったことからこの名がついたという 平泉寺 平成16.3
ａ 15 鎮守の宮跡 平泉寺全盛の頃鎮守の宮があったとされる場所 平泉寺 平成16.3

ａ 16 鬼ケ市跡 平泉寺全盛の頃ここに市があったとされる。平泉寺にこのような市が三ケ
所あった 平泉寺 平成16.3

ａ 17 池尾明神跡 平泉寺全盛の頃ここに池尾（王）明神を祀っていたという 平泉寺 平成16.3

表17　平泉寺町まちづくり碑
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記号 番 名　　称 文　　　　　　　　　　　章 場　所 設置年月日

ａ 18 狼清水 昔狼が時々来て水を飲んだことからこの名がついたという 平泉寺 平成16.6
ａ 19 九十九坂 文章なし 平泉寺 平成16.6
ａ 20 池端道場跡 昭和三十六年頃までここに浄土真宗の道場があった 平泉寺 平成16.6
ａ 21 平泉寺村役場跡 昭和二十九年九月に勝山市が誕生するまで村役場があった場所 平泉寺 平成16.6

ａ 22 金札 平泉寺全盛の頃、富くじや博打場として金のお札が舞った盛り場であった
と伝えられる 平泉寺 平成16.6

ａ 23 義兵衛清水 弘法大師が来られたとき、ここに住む義兵衛がきれいな水を差し上げたこ
とからこの名がついたという 平泉寺 平成16.6

ａ 24 安ケ市跡 平泉寺全盛の頃構口門を出たところにあったとされる市の跡 平泉寺 平成16.6
ａ 25 金坂 文章なし 平泉寺 平成16.6
ａ 26 北谷六地蔵 大正三年に北中尾の墓地が向三昧に統合されたときこの地に移された 平泉寺 平成16.6
ａ 27 平泉寺金山跡 江戸時代末期に採掘され昭和の初めまで断続的に操業した金山跡 平泉寺 平成16.6
ａ 28 合坂 文章なし 平泉寺 平成16.6

ａ 29 梶の宮跡 平泉寺四十八社三十六堂のひとつ。根の宮ともいう。この辺の字名は梶の
宮という 平泉寺 平成16.3

ａ 30 辻の宮跡 平泉寺四十八社三十六堂のひとつ。この辺の字名は辻の宮という 平泉寺 平成18.3
ａ 31 宮道場跡 本覚寺の末寺で火災の後池端道場へ合流する 平泉寺 平成18.3
ａ 32 千日坂道場跡 本覚寺の末寺で後に池端道場へ合流する 平泉寺 平成18.3
ａ 33 弁慶岩 昔から弁慶岩といわれている。この辺の字名は弁慶岩という 平泉寺 平成18.3
ａ 34 弁財天堂跡 平泉寺四十八社三十六堂のひとつ。この辺の字名は弁財天堂という 平泉寺 平成18.3
ａ 35 むじな道（上） 平泉寺の最も古い道といわれ今も村の中心部を縦断している 平泉寺 平成18.3
ａ 36 むじな道（中） 平泉寺に伝わる古道 平泉寺 平成19.3
ａ 37 むじな道（下） 平泉寺に伝わる古道 平泉寺 平成19.3

ａ 38 弥勒（みろく）堂跡 平泉寺三十六堂の一つ。現在木村家に伝わる弥勒（みろく）菩薩がまつら
れていた 平泉寺 平成19.3

ａ 39 蓮如上人腰掛岩 蓮如上人がこの石に腰掛けて親鸞上人の説えを説いた。松尾の山中よりこ
こに移動した 平泉寺 平成19.3

ａ 40 竜池小学校跡 平泉寺地区にあった小学校。統合されて平泉寺小学校になった 平泉寺 平成19.3
ａ 41 堀跡 ここに堀があり上を土井の上、下を土井の下と言った 平泉寺 平成19.3

ａ 42 正光山空心房跡 玄成院第九世慈観は赤尾へ隠棲し、正光山普門寺妙覚院を開山、空心房は
普門寺の一坊である。これより約五十米先南東山中 赤尾 平成15.7

ａ 43 下野白山神社跡 明治十九年まで赤尾四社の内の一つがここにあった。平泉寺の境外末社で
赤尾小白山と称された 赤尾 平成16.3

ａ 44 宇次郎神社跡 明治九年まで赤尾四社の内の一がここにあった。平泉寺の境外末社で赤尾
小白山と称された 赤尾 平成16.3

ａ 45 正光山普門寺妙覚
院跡の碑　 『勝山市の石碑』P54参照。 赤尾 平成17.3

ａ 46 深達院権僧正覚諄
誕生の地

一七五三年赤尾上山家に生まれ八才で平泉寺に入山。のち上野輪王寺宮日
光医王院を経て山形県羽黒山別当第七十五世となる 赤尾 平成18.3

ａ 47 槍先形尖頭器発見
の池　

昭和六十三年この池の岸辺から先のとがった石器が見つかった。これは一
万二千年前縄文時代草創期に、鳥や獣の狩猟用として石で作った槍で、福
井県で初めての発見である　

赤尾 平成19.3

ａ 48 寺野白山神社
明治十九年の統一までは赤尾に四つの神社があり、この神社もその内の一
つであった。合併後も昭和二十四年頃まで観音堂が建つていたが、現在は
神野の氏神となっている

赤尾 平成19.3

ａ 49 長坊山東海和尚墓　笹尾に疫病が流行った為、東海和尚が穴の中で疫病払いの念仏を唱え続け人柱となって死んだ　　　 笹尾 平成15.7

ａ 50 筐野小学校跡 岩ヶ野小学校は明治二十五年廃校となり筐野小学校と合併した。筐野小は
大正十四年平泉寺尋常高等小学校ができるまで長坊山の地に学舎があった 笹尾 平成18.3

ａ 51 筥（はこ）ノ渡し 泰澄大師が白山への途中九頭竜川を渡りたかったが、舟がなく百姓に箱の
ふたで渡してもらった 大渡 平成15.7

ａ 52 泰澄大師草庵跡こ
れより奥へ 文章なし 大渡 平成16.3

ａ 53 幕根遺跡御所五郎
丸屋敷跡

九頭竜川右岸で河岸段丘上に立地する古い遺跡。御所五郎丸が恩賞として
壁倉周辺を拝領し社を建立 壁倉 平成16.3

ａ 54 壁倉の渡し
大野にいた朝倉景鏡は朝倉義景を自害させたので、一向一揆勢に恨まれ逃
げる途中、壁倉の渡しを渡り平泉寺の宝光院を頼ったことで、一揆が平泉
寺を攻め滅ぼすとの噂がたった

壁倉 平成18.3

ａ 55 弁財天堂跡　 白山六千坊の一つ。弁財天堂は人のけがれを払い天地（災）地変を排し人
の福徳財宝を与える神　　　 岩ケ野 平成15.7
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記号 番 名　　称 文　　　　　　　　　　　章 場　所 設置年月日

ａ 56 観音堂 衆生救済と門人の信仰の観音堂 岩ケ野 平成16.3

ａ 57 岩ケ野小学校跡 明治五年から明治二十五年の二十年間、筐野小学校との合併まで、岩ケ野
小学校で学んだ 岩ケ野 平成19.3

ａ 58 泰澄大師宿泊大岩
窟

経ケ岳噴火の際生じた大岩窟は岩影で、泰澄大師が泊った「一の宿」とさ
れる 大矢谷 平成15.7

ａ 59 大矢谷発祥の地
（岩屋） 先人が最初にここで雨露をしのぎ荒地を切り開いた所と言われる 大矢谷 平成16.3

ａ 60 じゅんさいの池 堤に生えたじゅんさいを小笠原の殿様に献上して大変喜ばれた 小矢谷 平成15.7

ａ 61 いぼ岩 大岩の中ほどに五センチくらいのくぼみがあり、中の水をいぼにつけると
何時の間にか治る 神野 平成15.7

ａ 62 経塚の遺跡 平泉寺全盛期の頃僧侶が経文を埋めた塚 経塚 平成15.7

ａ 63 碁盤石 平泉寺六千坊時代、囲碁の得意なお坊さん連中が、この碁盤石により碁を
打ったといわれている 平泉寺 平成20.8

ａ 64 小豆かしき 昔は２枚の大きな平たい石が掛けてあった。その橋下を流れる水の音が
シャリシャリと小豆をかしく音に聞こえたという 平泉寺 平成20.8

ａ 65 大地蔵跡 現在、顕海寺に安置されている大地蔵は、この地にあったといわれている 平泉寺 平成20.8
ａ 66 北釈迦堂跡 その昔、釈迦堂があったところ 平泉寺 平成20.8
ａ 67 大六坂 昔から伝わる坂道の名前 平泉寺 平成20.8
ａ 68 千日坂 昔から伝わる坂道の名前 平泉寺 平成20.8

ａ
ー
４　

麻
結
地
蔵

老
婆
が
お
堂
の
前
に
麻
を
干
し
、
柴
刈

に
出
た
と
こ
ろ
、
俄
雨
が
降
り
慌
て
て

帰
る
と
、
麻
は
き
れ
い
に
結
ん
で
お
堂

の
中
に
入
れ
て
あ
っ
た

ａ
ー
26　

北
谷
六
地
蔵

大
正
三
年
に
北
中
尾
の
墓
地
が
向
三
昧
に

統
合
さ
れ
た
と
き
こ
の
地
に
移
さ
れ
た
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ａ
ー
58　

泰
澄
大
師
宿
泊
大
岩
窟

経
ケ
岳
噴
火
の
際
生
じ
た
大
岩
窟
は
岩
影
で
、

泰
澄
大
師
が
泊
っ
た
「
一
の
宿
」
と
さ
れ
る

ａ
ー
59　

大
矢
谷
発
祥
の
地
（
岩
屋
）

先
人
が
最
初
に
こ
こ
で
雨
露
を
し
の
ぎ
荒
地
を

切
り
開
い
た
所
と
言
わ
れ
る

２
節　

エ
コ
関
係
碑

　

表
中
の
地
区
ご
と
の
番
号
は
先
の
報
告
書
か
ら
の
通
し
番
号
で
あ
る
。
名
称
は
碑
の
表
の
標
記
を
文
章
は
裏
面

の
説
明
の
文
章
で
あ
る
。
４
基
の
み
写
真
で
紹
介
し
た
。

地区 記号 番号 名　称 文　　　　　　　　章 場　所 設置年月日 備　考

猪野瀬 Ｂ 26 泰澄大師御生母廟所
大師の母は伊野原の出生と伝えられ、笏谷石製の層塔
一基と、五輪塔四基がゆかりの地に建てられた。二基
の五輪塔は十四世紀の製作

下毛屋 平成21年 №5- １

猪野瀬 Ｂ 27 大師堂
泰澄大師の尊像を安置するため創建されたと伝えられ
る。中世の平泉寺を描いた境内図に、大師堂と思われ
る建物が山頂付近に見える

片　瀬 平成21年 №5- ２

猪野瀬 Ｂ 28 記念碑 『勝山市の石碑』ｐ67 ～ 68参照。 若猪野 平成16年3月
勝山 Ｃ 89 おたね坂 この坂を登ると天主台に出た 本　町 ライオンズクラブ
勝山 Ｃ 90 石坂 この坂の登り口に高札が立った 本　町 ライオンズクラブ
勝山 Ｃ 91 追手坂 追手門（大手門）に通じる坂であった 本　町 ライオンズクラブ
勝山 Ｃ 92 神明坂 神明神社の横手を登る坂 本　町 ライオンズクラブ
勝山 Ｃ 93 小姥母坂 こおんばと藩主の話が伝わる坂 本　町 ライオンズクラブ

勝山 Ｃ 94 おたね坂と米屋横町

おたね坂と米屋横町。昔、藩の若侍と町娘おたねの悲
話が残る坂道で、おたね坂と呼ばれています。この坂
の下から本町までは、米屋横町と呼ばれ、勝山一の米
問屋があった所とされています
（注）万市坂とも呼ばれた

本　町

勝山 Ｃ 95 大蓮寺橋
牛首街道の通行人のために古くから架けられていた橋
で、側に大蓮寺があるので大蓮寺橋と呼ばれた
（注）古くは谷道と呼ばれていた

沢　町

勝山 Ｃ 96 神宮寺橋
このあたりに、明治の初めまで、小笠原氏の氏神八幡
神社と、その別当神宮寺が建っていたころから、神宮
寺橋と呼ばれるようになった
（注）別当神宮寺は別当寺の神宮寺の意味

元　町

勝山 Ｃ 97 義宣寺橋
元は富田橋と言ったが、義宣寺の門前にあるところか
ら義宣寺橋とも呼ばれた。昭和十年に架け替えられた
際、正式名になった。

沢　町

勝山 Ｃ 98 石橋 文章なし 栄　町

勝山 Ｃ 99 長山講武台跡
幕末、異国船渡来に危機感つのる当時、武備整備のた
め小笠原藩家老林毛川が、多くの人々を使役し、八年
の歳月をかけて築造した。

長山公園

勝山 Ｃ 100 東御門橋 この場所に勝山城本丸の東御門があったところから、
東御門橋と呼ばれるようになった。 元　町

勝山 Ｃ 101 万都横町
おたね坂を下りて本町より寺町に入る道路が万都通り
で、通称魚横町として人々に親しまれていました。魚
横町と米屋横町の交わる十字路には、金灯籠が建って
いました。

本　町

勝山 Ｃ 102 参渓橋
この橋の側に小笠原氏の家臣安田参渓の屋敷があった
ところから、参渓橋と呼ばれるようになった
（注）絵図には「算啓橋」とある。安田参渓は三渓。

元　町

表18　エコ関係碑
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地区 記号 番号 名　称 文　　　　　　　　章 場　所 設置年月日 備　考

勝山 Ｃ 103 鵜の嶋の渡し跡
この辺りから対岸中島へ渡し舟が出ていた。九頭竜川に大きな中洲があり、
この中洲を鵜の嶋と呼ばれたことから、この名がついたようだ 本　町

村岡 Ｄ 25
蓮如御掛錫
「蓮如さん
腰掛石」

この地は蓮如上人が一時滞在し真宗の教えを説かれた御掛錫の地と伝え、
この岩にその足跡を留めている 黒　原 平成17年 №1- １

村岡 Ｄ 26 村岡山城跡 一向一揆軍と平泉寺軍の合戦の舞台で、一揆軍の勝ち戦を祝してこの村岡
山を勝山（かちやま）と呼ぶようになった

村岡山
登り口 平成18年 №2- ３

村岡 Ｄ 27 村岡山城跡 ｐ7　参照。 村岡山
山頂

野向 Ｅ 27 蓮如御掛錫 掛錫とは僧がしばらく留まることで、本願寺蓮如上人が竜谷を訪れて、弥
陀の本願を説いたと言われている場所である 竜　谷 平成17年 №1- ２

野向 Ｅ 28 石灰山跡 幕末から採掘が始まる。明治には竜谷等の窯で、年三万俵も焼かれ、肥料
として使われた。大正中頃から勝山電化のカーバイト原料にもなる 竜　谷 平成20年 №4- ５

野向 Ｅ 29 箸杉 蓮如上人が杉の枝を削って作った箸をこの地に差し立てたところ根付き、
この大杉に育ったと伝えられている 北野津又 平成17年 №1- ３

野向 Ｅ 30 五三の松 蓮如上人お手植えの松の木で五葉三葉の葉をつけていた。後年大雪と台風
で枯れた為、保護屋で守っている 北野津又 平成17年 №1- ４

野向 Ｅ 31 蓮如様清水 蓮如上人がこの地に来た時より湧き出している水で、上人が炊飯に用いた
と伝えられている 北野津又 平成17年 №1- ５

野向 Ｅ 32 不乾池 蓮如上人お手掘りの池で、日照りの夏に枯れることもなく、大雨の梅雨に
もあふれることがないという 北野津又 平成17年 №1- ６

野向 Ｅ 33 御丈比べ石 蓮如上人がこの地を去る時、上人と同じ高さの石を村人に形見にせよと言
われ、残されたと伝えられている 北野津又 平成17年 №1- ７

野向 Ｅ 34 野津又城跡（高尾山）
野津又城は越前一向一揆の主力が壊滅した後も、顕如の激励を得て籠城を
続け柴田軍の加賀侵入を阻止した 北野津又 平成18年 №2- ２

北谷 Ｆ 13 谷城跡 七山家(ななやまが)を中心とする一向一揆軍の砦（とりで）跡。この城を
攻めていた柴田義宣は近くで討ち死にしたという

谷伊良神
社境内 平成18年 №2- １

荒土 Ｇ 29
佐羅宮
（白山一宮
神社）

貞享二年（一六八五）の国絵図は伊波村付近に佐良宮を描く。白山七社の
一つで、唯一平泉寺境内の外に置かれ神輿のお渡りがあった 伊　波 平成21年 №5- ３

荒土 Ｇ 30 壇ケ城跡 一向一揆の大将嶋田将監（しょうげん）が立て籠もった砦跡。ここを拠点
に信長方に寝返った朝倉景鏡（かげあきら）や平泉寺を攻撃した

堀名中
清水 平成18年 №2- ４

荒土 Ｇ 31 堀名銀山跡 江戸幕府直轄の鉱山。当初は飛騨高山で製錬していたが、後には日吉神社
境内辺りで行った。橘曙覧が詠んだ短歌で有名となった。

堀名中
清水 平成20年 №4- ３

荒土 Ｇ 32 石灰山跡 明治時代末には十一カ所で採掘し五十八個の釡があった。年生産百万貫（三
七五〇トン）におよぶ、一日三百人の人夫が従事していた。

堀名中
清水 平成20年 №4- ４

北郷 Ｈ 39
北袋銀山
（新町銀山）
跡

安土桃山時代に拓かれた銀山。文禄二年（一五九三）の豊臣秀吉朱印状に
も名前が見られ、秀吉の直轄銀山であったことが分かる。 新　町 平成20年 №4- ２

北郷 Ｈ 40 小舟渡 小舟渡は、九頭竜川の重要な渡し場であり、明治には森川と対岸を結び、
舟二十隻を並べ、全長百ｍ余りの舟橋が作られた 下森川 平成19年 №3- １

北郷 Ｈ 41 蓮照寺 文明五年の頃、蓮如上人が当寺に逗留し蓮照寺の号を賜わる。上人自作の
木像・鏡池・腰掛石・御繕（膳）水井戸が今に伝えられる 東　野 平成17年 №1- ９

北郷 Ｈ 42
伊知地下道
場（蓮如清
水藤掛名
号）

蓮如上人がこの地に逗留の折書かれた六字名号及び正信偈文二幅は、境内
の泉のほとりにあった古藤の絡まった老椿にちなんで、藤掛名号と呼ばれ
る

伊地知 平成17年 №1-10

北郷 Ｈ 43 畑ケ塚（伊知地古戦場）
南北朝時代の猛将畑時能（ときよし）が戦死した地と伝えられる場所。命
日の十月二十五日には毎年法要が営まれる 伊地知 平成18年 №2- ５

北郷 Ｈ 44 鷲ケ岳（鷲ケ岳城跡）
南北朝時代に新田義貞の家臣畑時能（ときよし）が足利方と奮戦した場所。
山頂には時能が籠もったという城跡が残る 伊地知 平成18年 №2- ６

北郷 Ｈ 45 坂東島鉱山跡
江戸時代末より、金銀銅等の採掘を始める。明治三十九年（一九〇六）に
は三菱合資会社が採掘を開始し、近郷最大級の銅鉱山となる 坂東島 平成20年 №4- １

鹿谷 Ｉ 30 淡月道 九頭竜川沿いの道路は赤岩の岩壁で交通がはばまれていた。山内淡月の尽
力によりできた道であるため淡月道と呼ばれた。 発　坂 平成19年 №3- ２

鹿谷 Ｉ 31
保田下道場　
蓮如上人硯
水の池

蓮如上人が教化の旅で当地に輦輿（こし）を留めて弥陀の本願を説かれ、
この池の水を硯に汲んで六字名号を書かれたという 保　田 平成17年 №1- ８

鹿谷 Ｉ 32 保田城跡（西光寺）
朝倉氏の家臣によって築かれたという山城。頂上には二つの郭、三つの堀
切、五十四条の空堀がある 保　田 平成18年 №2- ７

鹿谷 Ｉ 33 矢戸坂 矢戸口と大矢戸（大野市）を結ぶ山道であり、尾根には樹齢数百年と言わ
れる薄墨桜の群生がみられる 矢戸口 平成19年 №3- ３

鹿谷 Ｉ 34 蓬生坂 昔から鹿谷町と蓬生（遅羽町）を通り勝山への幹線道であった。また大野
への主要道にもなった 東遅羽口 平成19年 №3- ４
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地区 記号 番号 名　称 文　　　　　　　　章 場　所 設置年月日 備　考

遅羽 Ｊ 16
旧京福電鉄
下荒井トン
ネル

大正十四年下荒井トンネルが開通し、勝山～大野間の距離が短縮され、人
および貨物輸送に貢献した 下荒井 平成19年 №3- ８

遅羽 Ｊ 17 三室山城跡 戦国時代末期、一向一揆軍が築いた砦の一つ。平泉寺の動きが一望でき重
要な拠点であった 嵭　崎 平成18年 №2- ８

遅羽 Ｊ 18 蓬生坂 昔から蓬生～鹿谷を結ぶ幹線路であったと共に、勝山及び下荒井から大野
へ通じる道でもある 蓬　生 平成19年 №3- ５

遅羽 Ｊ 19 鵜嶋の渡 江戸期から中島村（妙法鼻）と畔川村間の渡しとして栄え、勝山大野間の
交通路であった（勝山橋の架橋まで） 中　島 平成19年 №3- ７

遅羽 Ｊ 20 比島の渡 比島は滝波、新保、松ケ崎の九頭竜川沿いに、七ha余りの田畑があり、村
民の新保へ耕作のための交通路であった。 比　島 平成19年 №3- ６

遅羽 Ｊ 21 比島観音（入口）
平泉寺の境内四隅を四至と呼ぶ。その北西方向にあたる比島山頂付近にお
堂を建て、石の厨子に納めて千手観音を祀った。 比　島 平成21年 №5- ４

Ｃ
ー
93　

小
姥
母
坂

　

小こ

姥ん
ば

母
坂

こ
お
ん
ば
と
藩
主
の
話
が
伝
わ
る
坂

Ｃ
ー
103　

鵜
の
嶋
の
渡
し
跡

　
　

鵜
の
嶋
の
渡
し
跡

こ
の
辺
り
か
ら
対
岸
中
島
へ
渡
し
舟
が
出
て
い
た
。

九
頭
竜
川
に
大
き
な
中
洲
が
あ
り
、
こ
の
中
洲
を
鵜
の
嶋

と
呼
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
い
た
よ
う
だ

Ｄ
ー
27　

村
岡
山
城
跡

　
　

村
岡
山
城
跡

　

天
正
二
年
（
一
五
七
四
）、
平
泉
寺
と
対
立
し
て
い
た
七
山

家
を
中
心
と
す
る
一
向
一
揆
勢
は
、
こ
こ
村
岡
山
に
一
夜
で

城
を
築
き
ま
し
た
。
平
泉
寺
は
す
ぐ
に
村
岡
山
を
攻
め
ま
し

た
が
、
逆
に
攻
撃
を
受
け
焼
き
討
ち
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
揆
勢
が
た
て
こ
も
り
勝
利
に
つ
な
が
っ
た
村
岡
山
は
、「
勝

山
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
今
の
勝
山
の
地
名
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）、
織
田
信
長
が
越
前
の
一
揆
を
鎮

圧
し
、
勝
山
地
域
に
は
そ
の
家
臣
柴
田
義
宣
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
義
宣
は
一
揆
の
残
党
に
敗
れ
討
ち
死
に
し
ま
す
が
、

そ
の
養
子
勝
安
が
一
揆
を
滅
ぼ
し
、
本
拠
地
を
袋
田
（
今
の
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市
役
所
付
近
）
に
移
し
て
勝
山
の
町
の
原
型
を
つ
く
り

ま
し
た
。

　

村
岡
山
は
、
九
頭
竜
川
流
域
や
石
川
県
と
勝
山
を
結

ぶ
街
道
筋
を
見
わ
た
す
こ
と
が
で
き
る
地
に
あ
り
ま

す
。
城
跡
の
西
側
は
、
一
揆
勢
が
た
て
こ
も
っ
た
城
の

痕
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
。
主
郭
の
櫓
台
や
、

主
郭
を
取
り
巻
く
大
規
模
な
堀
、
土
塁
や
堀
を
組
み
合

わ
せ
た
複
雑
な
出
入
口
（
虎
口
）
は
、
柴
田
氏
が
一
揆

勢
の
つ
く
っ
た
城
に
大
き
く
手
を
加
え
た
も
の
で
、
一

向
一
揆
と
織
田
政
権
と
の
戦
い
を
今
に
伝
え
る
も
の
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
ふ
る
さ
と
元
気
博
物
館
」

ま
ち
づ
く
り
・
む
ろ
こ
の
会

村
岡
町
連
合
壮
年
会

Ｈ
ー
39　

北
袋
銀
山
（
新
町
銀
山
）
跡　

　
　
　
　

遺
跡
№
４
ー
２

　
　

北
袋
銀
山
（
新
町
銀
山
）
跡

安
土
桃
山
時
代
に
拓
か
れ
た
銀
山
。
文
禄
二
年
（
一
五

九
三
）
の
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
に
も
名
前
が
見
ら
れ
、
秀

吉
の
直
轄
銀
山
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る

地区 記号 番号 名　　　　称 場　所 設置年月日

平泉寺 Ａ 68 勝山市指定文化財　聖観音菩薩立像 平泉寺 昭和63.2
勝山 Ｃ 87 市指定文化財　木造如意輪観音菩薩坐像 沢　町
勝山 Ｃ 88 勝山市指定文化財　毘沙門の金燈籠 本　町
野向 Ｅ 25 勝山市指定文化財　名勝　龍谷公園 竜　谷 平成14.12
野向 Ｅ 26 勝山市指定文化財　紅梅塚桜塚 竜　谷
北郷 Ｈ 37 旧跡　小舟渡（渡） 下森川 昭和41.6.26
北郷 Ｈ 38 史跡　畑ケ塚 伊地知 昭和19.4.7
鹿谷 Ｉ 29 勝山市指定文化財　西光寺の大杉 西光寺 昭和41.6.26
遅羽 Ｊ 13 旧跡　筥ノ渡 下荒井 昭和41.6.26
遅羽 Ｊ 14 旧跡　鵜ノ島渡 中　島 昭和41.6.26
遅羽 Ｊ 15 旧跡　比島ノ渡 比　島 昭和41.6.26

表19　文化財関係碑
３
節　

文
化
財
関
係
碑

　

表
中
の
地
区
ご
と
の
番
号
は
、
先
の
報
告
書
か
ら
の

通
し
番
号
で
あ
る
。
名
称
は
碑
の
表
の
標
記
を
、
文
章

は
裏
面
の
説
明
の
文
章
で
あ
る
。
３
基
の
み
写
真
で
紹

介
し
た
。
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Ｅ
ー
25　

勝
山
指
定
文
化
財
名
勝
龍
谷
公
園

　
　

勝
山
指
定
文
化
財　

名
勝　
　

龍
谷
公
園

（
側
面
）　

平
成
十
四
年
十
二
月
建
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
谷
区

（
裏
）

　

昭
和
五
十
四
年
四
月
五
日
指
定

　

勝
山
市
教
育
委
員
会

Ｈ
ー
38　

史
跡
畑
ケ
塚

　
　

史
跡
畑
ケ
塚

（
側
面
）
昭
和
拾
九
年
四
月
七
日
指
定　

福
井
県

（
裏
）　

寄
附　

高
野
新
松

Ｉ
ー
29　

勝
山
市
指
定
文
化
財
西
光
寺
の
大
杉　

　
　

勝
山
市
指
定
文
化
財　

西
光
手
の
大
杉

（
裏
）

　

昭
和
四
十
一
年
六
月
二
十
七
日
指
定

　
　
　

勝
山
市
教
育
委
員
会
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全
体
的
な
解
説
に
つ
い
て
は
先
の
報
告
書
の
３
章
２
節　

学
校
関
係
石
碑
に
譲
る
。

最
近
に
な
り
学
校
の
統
廃
合
が
現
実
的
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
各
地
区
の
学
校

沿
革
史
的
な
情
報
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
石
碑
の
存
在
し
な
い
遅
羽
地

区
も
含
め
て
、
明
治
以
降
の
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、
簡
単
な
一
覧
表
を
作
成
し
触

れ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
関
係
で
旧
１
町
９
村
す
べ
て
に
つ
い
て
節
を
設
け
た
。

　

次
に
表
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
表
20
は
先
の
報
告
書
の
表
15
を
訂
正
補
足
し
た
も
の

で
あ
る
。
二
宮
尊
徳
像
や
楠
正
成
像
な
ど
の
人
物
碑
も
石
碑
に
含
め
た
た
め
、
平
泉
寺

小
学
校
と
猪
野
瀬
地
区
の
龍
東
小
学
校
が
加
わ
り
、
地
区
数
が
２
、
石
碑
数
も
８
基
増

え
た
。「
記
号
」
は
地
区
に
割
り
当
て
た
も
の
、「
番
号
」
は
そ
の
地
区
ご
と
の
通
し
番

号
で
あ
る
。
名
称
は
碑
の
表
に
記
さ
れ
た
表
題
を
採
用
し
て
あ
る
。
一
部
省
略
し
た
も

の
も
あ
り
、ま
た
表
題
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
碑
の
性
格
を
考
慮
し
て
補
っ
た
。「
贈

呈
者
」
は
わ
か
る
範
囲
内
で
区
分
し
た
が
卒
業
生
が
大
半
を
占
め
る
。
同
窓
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
個
人
の
寄
附
も
見
ら
れ
る
。

　

目
安
と
し
て
分
類
の
欄
を
設
け
た
が
、
分
類
は
何
に
基
準
を
お
く
か
で
異
な
る
。
例

え
ば
校
歌
と
分
類
し
た
中
に
も
単
に
校
歌
と
あ
る
も
の
と
、
校
歌
碑
と
あ
る
も
の
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
建
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

た
め
形
式
的
に
分
類
せ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
こ
で
は
何
を
目
的
に
作
ら
れ
た
か
を
指
標
に

分
類
し
た
。
例
え
ば
卒
業
生
の
自
戒
の
念
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
在
校

性
へ
の
餞
の
言
葉
、
さ
ら
に
は
激
励
、
鼓
舞
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
、

こ
れ
ら
は
「
標
語
」
と
し
た
。
細
か
く
分
類
し
て
も
意
味
が
な
い
と
考
え
７
〜
８
項
目

に
分
け
た
。
結
果
的
に
は
標
語
・
植
樹
・
寄
贈
に
関
わ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

　

設
置
年
月
日
の
中
で
（　

）
を
付
け
た
も
の
は
、
年
月
日
を
記
さ
な
い
が
卒
業
年
が

わ
か
る
も
の
で
あ
る
。
無
と
あ
る
の
は
全
く
資
料
が
な
く
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

地
区
別
の
一
覧
に
は
寸
法
の
欄
を
設
け
た
が
、
空
白
に
な
っ
て
い
る
の
は
計
測
で
き
な

い
も
の
や
必
要
が
な
い
と
思
わ
れ
る
碑
で
あ
る
。

５
章　

学
校
関
係
の
碑

学校名 記号 番号 名　　　　称 設置年月日 贈　呈　者 分　　類

平泉寺小 a　 1 楠正成像 無 不明 像
成器南小 ｃ 1 （十三回卒業記念） （昭和37） 卒業生 卒業作品
成器南小 ｃ 2 校歌之碑 昭和38.3.23 卒業生 校歌
成器南小 ｃ 3 （24回卒業記念） （昭和48） PTA 寄贈品
成器南小 ｃ 4 （優秀校記念） 昭和48.11 卒業生 表彰記念
成器南小 ｃ 5 （26回卒業記念） 昭和50.3 卒業生 寄贈品
成器南小 ｃ 6 希望 （昭和57） 卒業生 標語
成器南小 ｃ 7 琢玉成器 昭和60.3 卒業生 標語
成器南小 ｃ 8 希望の道 平成6.3 卒業生 卒業作品
成器南小 ｃ 9 （築庭造成協力者碑） 無 PTA 寄贈品
成器西小 ｃ 10 二宮尊徳像 無 不明 像
成器西小 ｃ 11 （二宮尊徳像寄贈碑） 昭和6.5 個人 像
成器西小 ｃ 12 紀元二千六百年記念樹 （昭和15） 不明 植樹記念
成器西小 ｃ 13 （前庭寄贈記念） 昭和32.3 不明 寄贈品
成器西小 ｃ 14 希望 （昭和33） 卒業生 標語
成器西小 ｃ 15 （希望の時計塔）　 昭和37.3.19 卒業生 （標語）
成器西小 ｃ 16 （勝山中二十一回卒業記念） 昭和43.3.19 卒業生 寄贈品
成器西小 ｃ 17 （勝山中学校校歌碑） 昭和49.3.20 卒業生 校歌
成器西小 ｃ 18 勝山中学校記念碑 昭和49.3 PTA 閉校記念
成器西小 ｃ 19 童心 （昭和51） 卒業生 卒業記念
成器西小 ｃ 20 （校歌碑） 昭和52.3 卒業生 校歌
成器西小 ｃ 21 （第三十八回卒業記念） 昭和60.3 卒業生 寄贈品
成器西小 ｃ 22 飛翔 平成元年 卒業生 標語
成器西小 ｃ 23 （第45回卒業記念） 平成4.3.19 卒業生 卒業記念

表20　学校全体石碑一覧
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学校名 記号 番号 名　　　　称 設置年月日 贈　呈　者 分　　類

成器西小 ｃ 24 ひたむき　直・向・樹 平成17.3 卒業生 標語
南部中 ｃ 25 （昭和七年度入学生卒業記念） 無 卒業生 寄贈品
南部中 ｃ 26 （校歌碑） 昭和50.3 卒業生 校歌
南部中 ｃ 27 （南部中新築記念） 昭和50.6 PTA 寄贈品
南部中 ｃ 28 啓発録 昭和55.3.18 卒業生 標語
南部中 ｃ 29 讃歌 昭和59.3 卒業生 （標語）
南部中 ｃ 30 十周年記念アカシヤ公園 （昭和59） PTA 寄贈品
南部中 ｃ 31 十周年記念 （昭和59） PTA 寄贈品
南部中 ｃ 32 理想は高く心は清く 昭和61.10 PTA 標語
南部中 ｃ 33 とぼし灯 平成7.3.吉日 PTA 表彰記念
南部中 ｃ 34 咲 （平成14） 卒業生 標語
南部中 ｃ 35 （前庭の舗装記念碑） 平成17.8.吉日 同窓会 寄贈品
中部中 ｃ 36 （校歌碑） 昭和48.3 PTA 校歌
中部中 ｃ 37 ここに新しい伝統を 昭和50.10 卒業生 標語
中部中 ｃ 38 歳月人を待たず 昭和51.3.12 卒業生 標語
中部中 ｃ 39 卒業記念樹 昭和53.3 卒業生 植樹記念
中部中 ｃ 40 卒業記念樹 昭和54.3 卒業生 植樹記念
中部中 ｃ 41 精魂 昭和54.3 卒業生 標語
中部中 ｃ 42 探究 昭和54.12 卒業生 標語
中部中 ｃ 43 走れ青春の広野を 昭和60.10 PTA 標語
中部中 ｃ 44 卒業記念樹 昭和61.3 卒業生 植樹記念
中部中 ｃ 45 啓発録 無 卒業生 標語
中部中 ｃ 46 いま自立の翼を広げて 無 PTA 標語
中部中 ｃ 47 日時計 無 卒業生 （標語）
勝山高 ｃ 48 まこと　真・誠・信 平成8.3 PTA 校訓
勝山高 ｃ 49 ともしび 平成14.3 PTA 閉校記念
旧勝山南 ｃ 50 （校歌碑） 昭和49.3 卒業生 校歌
旧勝山南 ｃ 51 働学一如 平成4.3 不明 校訓
旧勝山南 ｃ 52 創立50周年記念 平成4.11.1 同窓会 創立記念
旧勝山南 ｃ 53 友愛自立 平成7.3 卒業生 校訓
村岡小 ｄ 1 （校歌碑） 昭和54.3 卒業生 校歌
村岡小 ｄ 2 （卒業記念時計） 昭和60.3 卒業生 寄贈品
村岡小 ｄ 3 さあ翔こうぼくらの21世紀 平成(6) 卒業生 標語
村岡小 ｄ 4 二宮尊徳像 無 不明 像
村岡小 ｄ 5 楠正成像 無 不明 像
野向小 ｅ 1 記念樹 昭和24.3 卒業生 植樹記念
野向小 ｅ 2 愛敬 昭和59.3.吉日 団体 標語
野向小 ｅ 3 （校歌碑） 平成2.3.吉日 個人 校歌
野向小 ｅ 4 文部大臣賞受賞記念 平成4.10.10 団体 表彰記念
野向小 ｅ 5 ふれあい 平成9.10.18 個人 （標語）
旧北谷小 ｆ 1 （開校七十周年記念） 昭和41.11 個人 寄贈品
旧北谷小 ｆ 2 （記念植樹） 昭和60.6.吉日 団体 植樹記念
旧北谷小 ｆ 3 （校歌碑） 平成10.8.吉日 ＰＴＡ 閉校記念
荒土小 ｇ 1 希望 昭和60.3.吉日 個人 標語
荒土小 ｇ 2 真理 昭和60.3.吉日 ＰＴＡ 校訓
荒土小 ｇ 3 校舎改築記念 昭和60.3.吉日 個人 寄贈品
荒土小 ｇ 4 （校歌碑） 昭和60 個人 校歌
荒土小 ｇ 5 記念樹 （昭和61） 卒業生 植樹記念
荒土小 ｇ 6 （組合設立記念碑） 昭和62.3 団体 その他
荒土小 ｇ 7 悠々と遊々と 平成15.3 卒業生 標語
荒土小 ｇ 8 （創立百周年記念樹） 平成21.5.吉日 団体 植樹記念
荒土小 ｇ 9 二宮尊徳像 無 不明 像
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学校名 記号 番号 名　　　　称 設置年月日 贈　呈　者 分　　類

北部中 ｇ 10 第一回卒業記念植樹 昭和33.3 卒業生 植樹記念
北部中 ｇ 11 第二回卒業生記念植樹 （昭和34） 卒業生 植樹記念
北部中 ｇ 12 はるかなる道をゆくわれら強し （昭和44） 卒業生 標語
北部中 ｇ 13 創立二十周年記念樹 昭和54.10.1 不明 植樹記念
北部中 ｇ 14 歳月 昭和58.3.吉日 卒業生 標語
北部中 ｇ 15 絆　卒業記念の庭 (昭和59) 卒業生 標語
北部中 ｇ 16 （校門寄贈） 昭和61.10 団体 寄贈品
北部中 ｇ 17 永久の灯 (昭和63） 卒業生 標語
北部中 ｇ 18 卒業記念植樹 平成1.3 卒業生 植樹記念
北部中 ｇ 19 飛翔 平成2 卒業生 標語
北部中 ｇ 20 敬愛 平成3 卒業生 標語
北部中 ｇ 21 （平成八年度卒業生記念） 平成8 卒業生 卒業作品
北郷小 ｈ 1 （校門寄贈） 昭和41.4 個人 寄贈品
北郷小 ｈ 2 飛躍 昭和61.3 卒業生 標語
北郷小 ｈ 3 二宮尊徳像 無 個人 像
鹿谷小 ｉ 1 （国旗掲揚台寄贈） 昭和47.8 個人 寄贈品
鹿谷小 ｉ 2 （校門寄贈） 昭和56.6 有志 寄贈品
鹿谷小 ｉ 3 二宮尊徳像 無 個人 像

１
節　

平
泉
寺
地
区

ａ
ー
１　

楠
正
成
像

記　号 番号 名　　　称 学　校　名 設置年月日 寸　法 備考

ａ 1 楠正成像 平泉寺小学校 無 不要

設立年 西暦 学　校　名 場　　所 備　　　　　　考

明治５年 1872 龍池小学校 平泉寺 赤尾・平泉寺・岡横江・片瀬４区で設立。後に赤尾・
片瀬区は分離

明治６年 1873 岩ケ野小学校 岩ケ野
壁倉・岩ケ野・大矢谷・小矢谷４区で設立。25年
に廃校、筐野小学校に合併。大矢谷・小矢谷区は
大矢谷に分教場を設ける。～ 35年迄

明治７年 1874 筐野小学校 （大渡後笹尾） 大渡・赤尾・笹尾３区で設立。後に壁倉区加入
大正９年 1920 平泉寺小学校 平泉寺 龍池小学校と筐野小学校が合併
昭和22年 1947 平泉寺小学校 平泉寺 新学制
昭和22年 1947 平泉寺中学校 平泉寺 ～ 48年迄

表21　平泉寺地区

表22　平泉寺地区学校沿革
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２
節　

猪
野
瀬
地
区

ｂ
ー
１　

二
宮
尊
徳
像

記　号 番号 名　　　称 学　校　名 設置年月日 寸　法 備　考

ｂ 1 二宮尊徳像 （龍東）小学校 無 不要

設立年 西暦 学　校　名 場　所 備　　　　　　考

明治６年 1873 龍東小学校 若猪野

猪野毛屋・下毛屋・猪野（３区で一時弘文校）・畔川・
下高島・北市・上高島（４区で一時分教場）・若猪
野・猪野口９区で設立。昭和６年成器校に併合さ
れ分教場となる。昭和23年成器南小学校として独
立、翌年若猪野分教場に。同34年閉校

明治11年 1878 師山小学校 片　瀬
片瀬区で設立。明治７年昭龍池小学校から分離。
仏母寺を仮校舎とする。11年師山小学校と称す。
昭和６年成器校に併合され廃校

明治14年 1881 弘文小学校 猪野毛屋 猪野毛屋・下毛屋・猪野３区で設立。～明治25年迄

表23　猪　野　瀬　地　区

表24　猪野瀬地区学校沿革
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３
節　

勝
山
地
区

表25　勝　山　地　区

記号 番号 名　　　　称 学校名 設置年月日 寸　　　　法（ｍ） 備　考

ｃ 1 （十三回卒業記念） 成器南小 （昭和37） 不要
ｃ 2 校歌之碑 成器南小 昭和38.3.23 ２段　総高1.16×1.15×0.17
ｃ 3 （24回卒業記念） 成器南小 （昭和48） 不要 プレート
ｃ 4 （優秀校記念） 成器南小 昭和48.11 ３段　総高0.41×0.61×0.14
ｃ 5 （26回卒業記念） 成器南小 昭和50.3 不要 プレート
ｃ 6 希望 成器南小 （昭和57） 不要
ｃ 7 琢玉成器 成器南小 昭和60.3 １段　総高0.93×1.68×0.16
ｃ 8 希望の道 成器南小 平成6.3 不要 プレート
ｃ 9 （築庭造成協力者碑） 成器南小 無 １段　総高0.67×0.17×0.08
ｃ 10 二宮尊徳像 成器西小 無 不要
ｃ 11 （二宮尊徳像寄贈碑） 成器西小 昭和6.5 不要
ｃ 12 紀元二千六百年記念樹 成器西小 （昭和15） １段　総高0.74×0.15×0.15
ｃ 13 （前庭寄贈記念） 成器西小 昭和32.3 １段　総高0.20×0.60×0.13
ｃ 14 希望 成器西小 （昭和33） 不要
ｃ 15 （希望の時計塔）　 成器西小 昭和37.3.19 不要
ｃ 16 （勝山中二十一回卒業記念） 成器西小 昭和43.3.19 不要
ｃ 17 （勝山中学校校歌碑） 成器西小 昭和49.3.20 １段　総高1.01×1.81×0.16
ｃ 18 勝山中学校記念碑 成器西小 昭和49.3 １段　総高2.13×0.98×0.18
ｃ 19 童心 成器西小 （昭和51） 不要
ｃ 20 （校歌碑） 成器西小 昭和52.3 ３段　総高1.18×1.92×0.16
ｃ 21 （第三十八回卒業記念） 成器西小 昭和60.3 不要
ｃ 22 飛翔 成器西小 平成元年 １段　1.29×0.72×0.72
ｃ 23 （第45回卒業記念） 成器西小 平成4.3.19 １段　総高2.10×0.92
ｃ 24 ひたむき　直・向・樹 成器西小 平成17.3 １段　総高0.43×0.50×0.12
ｃ 25 （昭和七年度入学生卒業記念） 南部中 無 １段　総高0.92×0.40×0.40
ｃ 26 （校歌碑） 南部中 昭和50.3 １段　総高2.00×2.40×0.65 プレート
ｃ 27 （南部中新築記念） 南部中 昭和50.6 不要
ｃ 28 啓発録 南部中 昭和55.3.18 １段　総高0.92×1.93×0.18
ｃ 29 讃歌 南部中 昭和59.3 １段　総高1.15×1.20×0.45
ｃ 30 十周年記念アカシヤ公園 南部中 （昭和59） ２段　総高1.82×0.13×0.14
ｃ 31 十周年記念 南部中 （昭和59） ２段　総高1.82×0.13×0.14
ｃ 32 理想は高く心は清く 南部中 昭和61.10 不要 プレート
ｃ 33 とぼし灯 南部中 平成7.3.吉日 ２段　総高0.93×1.08×0.30
ｃ 34 咲 南部中 （平成14） １段　総高0.52×0.75×0.19
ｃ 35 （前庭の舗装記念碑） 南部中 平成17.8.吉日 １段　総高0.74×0.12×0.12
ｃ 36 （校歌碑） 中部中 昭和48.3 １段　総高0.91×1.90×0.17
ｃ 37 ここに新しい伝統を 中部中 昭和50.10 ２段　総高0.60×0.80×0.21
ｃ 38 歳月人を待たず 中部中 昭和51.3.12 １段　総高1.95×0.48×0.33
ｃ 39 卒業記念樹 中部中 昭和53.3 １段　総高1.35×0.15×0.18
ｃ 40 卒業記念樹 中部中 昭和54.3 １段　総高0.40×0.60×0.13
ｃ 41 精魂 中部中 昭和54.3 不要
ｃ 42 探究 中部中 昭和54.12 １段　総高0.33×0.52×0.08
ｃ 43 走れ青春の広野を 中部中 昭和60.10 １段　総高0.70×0.78×0.20
ｃ 44 卒業記念樹 中部中 昭和61.3 １段　総高0.47×0.63×0.10
ｃ 45 啓発録 中部中 無 １段　総高0.45×0.71×0.65
ｃ 46 いま自立の翼を広げて 中部中 無 １段　総高0.66×1.37×0.40
ｃ 47 日時計 中部中 無 １段　総高0.30×0.42×0.14
ｃ 48 まこと　真・誠・信 勝山高 平成8.3 ２段　総高1.09×1.22×0.11
ｃ 49 ともしび 勝山高 平成14.3 ２段　総高1.03×1.22×0.13
ｃ 50 （校歌碑） 旧勝山南 昭和49.3 １段　総高0.92×1.85×0.17
ｃ 51 働学一如 旧勝山南 平成4.3 １段　総高1.23×2.10×0.85
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記号 番号 名　　　　称 学校名 設置年月日 寸　　　　法（ｍ） 備　考

ｃ 52 創立50周年記念 旧勝山南 平成4.11.1 １段　総高1.68×2.50×0.52
ｃ 53 自立友愛 旧勝山南 平成7.3 １段　総高1.05×1.62×0.66

設立年 西暦 学　校　名 備　　　　　　　考

明治５年 1872 成器小学校 旧勝山三町で設立。11年三谷区・猿倉区加入。生徒数多く一時、中後・長淵・
沢・芳野・立石の寺院に収容。13年校舎改築し全員収容。

明治14年 1881 立石小学校 成器小学校から独立、数年で戻る。
明治37年 1904 勝山町立裁縫学校　 成器小学校尋常科に附設。39年　女子技芸学校と改称。
明治41年 1908 成器女子小学 成器小学校から分離独立。
明治41年 1908 成器男子小学 成器小学校から分離独立。
大正７年 1918 女子実業補習学校　 成器女子尋常高等小学校に附設。
昭和３年 1928 勝山家政女学校　 成器女子校に勝山町立成器実科補習学校附設。
昭和11年 1936 勝山町立実科高等女学校 勝山家政女学校を改称。
昭和17年 1942 勝山精華女学校
昭和18年 1943 勝山町立高等女学校 実科高等女学校を改称。～ 23年迄。
昭和22年 1947 成器東小学校 新学制。上元禄・下元禄・芳野・片瀬が校区で成器男子校校舎で学ぶ。
昭和24年 1949 成器南小学校 成器東小学校を成器南小学校と改称

昭和22年 1947 成器西小学校 新学制。立石・郡・上袋田・下袋田・上後・下後・上長淵・下長淵・富田・
沢が校区。

昭和22年 1947 勝山中学校 ～ 48年迄。
昭和22年 1947 精華中学校 ～ 24年迄。
昭和23年 1948 県立勝山高等学校
昭和23年 1948 勝山精華高等学校　 平成元年勝山南高校と改称。同23年大野東高校と統合し奥越明成となる。
昭和39 1964 勝山女子高等学院 勤労青年学校開校。～ 48年迄。
昭和41年 1966 勝山中部中学校 北谷中学・野向中学・村岡中学を廃し設立。42年７月開校式

昭和49年 1974 勝山南部中学校 勝山中学・平泉寺中学を廃し南部中学校を設立。50年校名を勝山南部中
学校に変更

ｃ
－

１　
（
十
三
回
卒
業
記
念
）

　
　

第
十
三
回
卒
業
生
寄
贈

ｃ

－

２　

校
歌
之
碑

表26　勝山地区学校沿革
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校
歌
之
碑

　

雲
わ
く
山　

は

　

さ
わ
や
か
に

　

ひ
ろ
い
お
空
に

　

そ
び
え
て
る

　

み
ん
な
た
の
し
く

　

え
が
お
を
そ
ろ
え

　

こ
こ
ろ
の
友
と

　

う
で
く
む
窓
辺

　
　

成
器
南

　

わ
れ
ら
の
母
校

（
裏
）

　

第
十
四
回
卒
業
生
寄
贈

　
　
　

昭
和
三
十
八
年
三
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

島
田
慶
雄

　

ｃ

－

３　
（
24
回
卒
業
記
念
）

　
　

昭
和
47
年
度

　
　

第
24
回
卒
業
生
寄
贈

ｃ

－

４　
（
優
秀
校
記
念
）

　
　

優
秀
校

　
　
　
　
　

茅　

誠
司
書

　
　

ソ
ニ
ー
理
科
教
育
授
與
賞

　
　

学
習
研
究
社
教
育
賞

（
裏
）

　

こ
の
栄
誉
を
顕
彰
す
る
た
め

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
蔵
し

　

記
念
碑
を
建
立
す
る

　

昭
和
48
年
11
月　

成
器
南
小
学
校
成
器
会

昭
和
48
年
…
一
九
七
三
年
。
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ｃ

－

５　
（
26
回
卒
業
記
念
）

　
　

贈　

第
26
回
卒
業
生

　
　

昭
和
50
年
３
月

ｃ

－

６　

希
望

　
　

希
望

（
裏
）
贈　

昭
和
五
十
六
年
度
卒
業
生
一
同

ｃ

－

７　

琢
玉
成
器

　
　

琢
玉
成
器

（
裏
）

　

贈　

第
三
十
六
回
卒
業
生

　
　
　

昭
和
六
十
年
三
月

　
　
　

玉
崎　

順
子　
　

門　
　

憲
和

　
　
　

橋
本
登
代
子　
　

北
川　
　

雅

　
　
　

長
谷
川
誠

　
　
　

百
四
十
五
名
の
生
徒

ｃ

－

８　

希
望
の
道

　
　

希
望
の
道

　
　

平
成
６
年
３
月

　
　
　

森
下　

清
澄

　
　
　

贈
平
成
５
年
度
第
45
回
卒
業
生
一
同
93
名

平
成
五
年
…
一
九
九
三
年
。

ｃ

－

９　
（
築
庭
造
成
協
力
者
碑
）
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造
成
協
力
者　

北
陸
製
薬

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
上　

薫

　
　
　
　
　
　
　
　

森
景　

明

ｃ
ー
10　

二
宮
尊
徳
像　

　
　

勤
倹
力
行

　
　

上
□
□
□

ｃ
ー
11　
（
二
宮
尊
徳
像
寄
贈
碑
）

　
　

二
宮
尊
徳
先
生
幼
児
之
像

（
裏
）

　

教
育
勅
語
渙
發

　

四
十
周
年
記
念

　

昭
和
六
年
五
月
建
之

　

京
都　

島
田
勁
助

ｃ
ー
12　

紀
元
二
千
六
百
年
記
念
樹

　
　

紀
元
二
千
六
百
年
記
念
樹

紀
元
二
千
六
百
年
…
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）。

ｃ
ー
13
（
前
庭
寄
贈
記
念
）

　
　

寄
贈

　
　
　

中
学
校
創
立　
　
　
　

前
庭

　
　
　

十
周
年
記
念

（
裏
）

　

昭
和
三
十
二
年
三
月
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ｃ
ー
14　

希
望

　
　

希
望

（
裏
）

　

三
月
第
十
三
回
卒
業
生

ｃ
ー
15　
（
希
望
の
時
計
塔
）

（
裏
）

　

希
望
の
時
計
塔

　

１
９
６
２
，
３
，
１
９

　
　

卒
業
の

　
　

み
ん
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
川
喜
代
治

ｃ
ー
16　
（
勝
山
中
二
十
一
回
卒
業
記
念
）

　
　

贈　

第
二
十
一
回
卒
業
生

　
　

昭
和
四
十
三
年
三
月
十
九
日

ｃ
ー
17　
（
勝
山
中
学
校
校
歌
碑
）

　
　

校
歌　
　
　

　
　
　
　
　

作
詞　
　

島
田
慶
雄

　
　
　
　
　

作
曲　
　

山
田
常
三

越
の
山
脈
清
ら
か
に

生
命
あ
ふ
る
る
朝
ぼ
ら
け

平
和
の
光
窓
に
映
え

集
え
る
我
等
幸
多
し

流
れ
岩
う
つ
九
頭
龍
に

撓
ゆ
ま
ぬ
力
学
び
つ
つ

心
正
し
く
身
は
強
く

い
そ
し
む
我
等
道
遠
し

若
草
も
ゆ
る
こ
の
園
生
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豊
か
に
文
化
培
い
て

世
界
の
華
と
い
ざ
誇
り　

示
さ
ん
む
等
業
た
の
し

（
裏
）

　

寄
贈　

　
　
　
　

勝
山
中
学
校　

　
　
　
　

第
二
十
七
回
卒
業
生　

　
　
　
　
　

昭
和
四
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
二
十
日

ｃ
ー
18　

勝
山
中
学
校
記
念
碑

　
　

勝
山
中
学
校
記
念
碑　
　

昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日
学
制
改
革
に
よ
り
勝
山
中
学

校
と
し
て
開
校

昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
市
中
学
校
統
合
に
よ
り

閉
校

　
　
　
　
　
　

卒
業
生
一
万
二
百
五
十
九
名

　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十
九
年
三
月

　
　
　
　
　
　

勝
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

ｃ
ー
19　

童
心

　
　

童
心

　
　
　
（
生
徒
名
略
）

ｃ
ー
20
（
校
歌
碑
）

　
　

校
歌

平
泉　

澄
作
詞

水
野
康
孝
作
曲

　
　
　

一

春
は
天
守
の
桜
花

秋
長
山
の
蔦
紅
葉

四
時
の
眺
め
美
は
し
き

我
が
学
び
屋
よ
成
器
校

　
　
　

二

花
咲
く
春
は
花
に
似
て

や
さ
し
き
心
や
し
な
は
む

月
澄
む
秋
は
月
の
ご
と

清
き
理
想
を
仰
ぐ
べ
し

　
　
　

三

は
た
織
る
を
さ
の
ゆ
き
か
ひ
に

あ
わ
た
だ
し
く
も
流
れ
ゆ
く

時
を
惜
し
み
て
若
き
日
を

共
に
学
ば
む
成
器
校

　
　

寄
贈

　
　

第
卅
回
卒
業
生

　
　

昭
和
五
十
二
年
三
月
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ｃ
ー
21　
（
第
三
十
八
回
卒
業
記
念
）

　

贈
第
三
十
八
回
卒
業
生
一
同

　
　

昭
和
六
十
年
三
月

ｃ
ー
22　

飛
翔

　
　

飛
翔

（
裏
）

　

贈

　
　

勝
山
市
立
成
器
西
小
学
校

　
　

平
成
元
年
度
卒
業
生
一
同

ｃ
ー
23　
（
第
45
回
卒
業
記
念
）

　
　

平
成
３
年
度

　
　

第
45
回
卒
業
生

　
　

90
名　

Ｈ
４　

３
・
19

ｃ
ー
24　

ひ
た
む
き　

直
・
向
・
樹

　
　
　

ひ
た
む
き

　
　

直
・
向
・
樹

　
　
　
　
　

Ｈ
17
年
３
月
卒
業
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ｃ
ー
25　
（
昭
和
七
年
度
入
学
生
卒
業
記
念
）

　
　

寄
贈　

第
二
十
三
回
高
等
科
卒
業
生

　
　
　
　

昭
和
七
年
度
■
等
■
校
入
学
生

　
　

海
抜　

一
三
一
米

　
　

東
緯　

一
三
六
度
三
〇
分
二
五
秒

　
　

北
緯　

三
六
度
三
分
五
〇
秒　

ｃ
ー
26　
（
校
歌
碑
）

　
　

校
歌

　
　
　
　

作
詞　

作
曲　

中
村
八
大

一
、
自
然
の
恵
み
朝
焼
け
い
っ
ぱ
い

　
　

そ
よ
か
ぜ
い
つ
し
か
夏
を
呼
ぶ

　
　

身
体
い
っ
ぱ
い
豊
か
な
心

　
　

若
い
生
命
は　

は
ね
上
る

　
　

南
部　

南
部
中
学
校

二
、
自
然
の
永
遠
に
九
頭
竜
清
く

　
　

紅
葉
い
つ
し
か
冬
を
呼
ぶ

　
　

身
体
い
っ
ぱ
い
体
力
あ
ふ
れ

　
　

若
い
生
命
は　

は
ね
上
る

　
　

南
部　

南
部
中
学
校

三
、
自
然
の
尊
厳
大
師
は
映
え
て

　
　

白
金
い
つ
し
か
春
を
呼
ぶ

　
　

身
体
い
っ
ぱ
い
知
性
を
育
て

　
　

若
い
生
命
は　

は
ね
上
る

　

南
部　

南
部
中
学
校

　

一
九
七
五
年
三
月

　
　

第
一
回
卒
業
生

ｃ
ー
27　
（
南
部
中
新
築
記
念
）

　
　

昭
和
50
年
６
月

南
部
中
学
校
新
築
記
念

　

寄
贈

　
　
　

宇
佐
美
憲
一
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ｃ
ー
28　

啓
発
録

　
　

啓
発
録

　
　
　
　

去
稚
心

　
　
　
　

振
気

　
　
　
　

立
志

　
　
　
　

勉
学

　
　
　
　

擇
交
友

　
　

昭
和
五
十
四
年
度
卒
業
記
念

（
裏
）

　

昭
和
五
十
五
年
三
月
十
八
日

　
　
　

？
蘭
書

ｃ
ー
29　

讃
歌

　
　

讃
歌

赤
い
夕
日
が
ア
カ
シ
ヤ
に
映
え
て

と
も
に
流
し
た
あ
の
汗
は

高
い
理
想
の
真
珠
色

お
ゝ
た
く
ま
し
い
南
部
中

　
　
　
　
　

第
十
回
卒
業
生
一
同

（
裏
）

　

昭
和
五
十
九
年
三
月

　
　
　
　

作
詞　

東
出
隆
之

　
　
　
　
　
　
　

野
邊
桂
子

　
　
　
　

作
曲　

新
町
も
と
子

　
　
　
　

ｃ
ー
30　

十
周
年
記
念
ア
カ
シ
ヤ
公
園

　
　

十
周
年
記
念
ア
カ
シ
ヤ
公
園

　
　
　
　

南
部
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
一
同

　
　
　
　
　
　
　

協
力
者　

梨
木　

俊
雄

ｃ
ー
31　

十
周
年
記
念

　
　

十
周
年
記
念

　
　
　
　

南
部
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
一
同

　
　
　
　
　
　
　

協
力
者　

森
景　

明
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ｃ
ー
32　

理
想
は
高
く
心
は
清
く

　

理
想
は
高
く

　
　
　

心
は
清
く

（
裏
）

　

昭
和
六
十
一
年
十
月

　

寄
贈　

江
守
武
雄

　
　
　
　

金
沢
美
術
工
芸
大
学
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
原
祐
子
作　
　
　
　
　
　

ｃ
ー
33　

と
ぼ
し
灯

　
　

と
ぼ
し
灯

　
　

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
大
臣
表
彰
受
賞
記
念

　
　
　
　
　

平
成
七
年
三
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
書

　
ｃ
ー
34　

咲

　
　

咲

平
成
十
三
年
度
卒
業
生

ｃ
ー
35　
（
前
庭
の
舗
装
記
念
碑
）

　
　

前
庭
の
舗
装

（
側
面
）

　

勝
山
南
部
中
学
校
同
窓
会

　
　
　

平
成
十
七
年
八
月
吉
日

　
　
　
　

ｃ
ー
36　
（
校
歌
碑
）
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校
歌

九
頭
龍
の

河
畔
に
立
つ
て

仰
ぐ
雄
峰
白
の
山

世
界
の
三
座

雲
巻
く
ア
ル
プ
ス

あ
の
モ
ン
ブ
ラ
ン

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
世
に
も

名
高
い

あ
の
英
峰
よ

あ
あ
わ
れ
ら
の
白
山

け
だ
か
い
嵐
気
は

心
に
か
よ
い

世
界
感
覚
に
生
き
る

わ
れ
ら

勝
山
市
中
部
中
学
生

（
裏
）

　

寄
贈
者

　

昭
和
四
十
八
年
三
月

　
　

第
七
回
卒
業
生
一
同

　
　
　
　
　

作
詞　

山
本
和
夫

　
　
　
　
　

作
曲　

中
田
善
直

ｃ
ー
37　

こ
こ
に
新
し
い
伝
統
を

　
　

こ
こ
に
新
し
い
伝
統
を

　
　

創
立
十
周
年
記
念
植
樹

　
　
　

昭
和
五
十
年
十
月

　
　
　
　

勝
山
中
部
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

ｃ
ー
38　

歳
月
人
を
待
た
ず

　
　

歳
月
人
を
待
た
ず

（
裏
）

　

贈　

第
10
回
卒
業
生

　
　
　

昭
和
五
十
一
年
三
月
十
二
日

ｃ
ー
39　

卒
業
記
念
樹

　
　

卒
業
記
念
樹　
　

ぶ
な
科
し
い
が
し

（
裏
）

　

昭
和
五
十
三
年
三
月

　
　
　

第
十
二
回
卒
業
生
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ｃ
ー
40　

卒
業
記
念
樹

　
　

卒
業
記
念
樹　
　

か
え
で
科
も
み
じ

　
　

昭
和
五
十
四
年
三
月

　
　
　

第
十
三
回
卒
業
生

ｃ
ー
41　

精
魂

　
　

精
魂

　

A
ugsuteRodin

 　
　

1840

〜1917

（
裏
）

　

贈　

第
十
三
回
卒
業
生

　
　
　

昭
和
五
十
四
年
三
月
廿
日

ｃ
ー
42　

探
求

　
　

探
求

（
裏
）　

　

施
工

　
　

久
永
工
業
所

　
　

昭
和
54
年
12
月

ｃ
ー
43　

走
れ
青
春
の
広
野
を

　
　

走
れ

　

青
春
の
広
野
を

　

創
立
20
周
年
記
念

（
裏
）

　

昭
和
60
年
10
月

　

勝
山
中
部
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
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ｃ
ー
44　

卒
業
記
念
樹

　
　

卒
業
記
念
樹

も
ち
の
き
科

ふ
く
ら
も
ち

（
裏
）

　

贈　

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ

　

第
20
回
卒
業
生

　

昭
和
61
年
３
月

ｃ
ー
45　

啓
発
録

　

啓
発
録

　
　

去
稚
心

　
　

振
気

　
　

立
志

　
　

勉
学

　
　

択
交
友　
　
　
　

贈平成２年度卒業生
　

ｃ
ー
46　

い
ま
自
立
の
翼
を
広
げ
て

　
　

い
ま

　
　
　

自
立
の
翼
を
広
げ
て

　
　
　
　

創
立
30
周
年
記
念
Ｐ
Ｔ
Ａ

ｃ
ー
47　

日
時
計



－28－

　
　

日
時
計

　

つ
ば
さ
の
つ
ど
い
の

　
　

卒
業
記
念

（
裏
）

　

日
時
計
の
示
す
時
刻

　

を
表
で
補
正
す
る
と

　

標
準
時
に
な
り
ま
す
。

ｃ
ー
48　
　

ま
こ
と　

真
・
誠
・
信

　
　

ま
こ
と

　
　

真
・
誠
・
信

（
裏
）

　

平
成
８
年
３
月　

卒
業
生
一
同

　
　
　
　

全
日
制　
　

第
48
回
生

　
　
　
　

定
時
制　
　

第
45
回
生

ｃ
ー
49　

と
も
し
び　

閉
校
記
念
碑

　
　

と
も
し
び

福
井
県
立
勝
山
高
等
学
校
定
時
制

（
裏
）

　

昭
和
二
十
三
年
六
月
、
向
学
心
に
燃
え
る

　

勤
労
青
少
年
の
た
め
の
学
舎
と
し
て

　

開
設
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の
優
れ
た

　

人
材
を
世
に
送
り
出
し
地
域
の
発
展

　

に
寄
与
し
て
き
た
勝
山
高
校
定
時

　

制
は
時
代
の
変
化
と
共
に
そ
の
役
目

　

を
終
え
、
こ
こ
に
五
十
四
年
間
の
歴

　

史
に
幕
を
閉
じ
る

　
　
　
　

平
成
十
四
年
三
月　

ｃ
ー
50　
（
校
歌
碑
）

（
裏
）   

秀
麗
の
山

　
　
　
　
　

水
清
き

　
　
　

奥
越
の
地
に　
　

　
　
　
　
　

生
い
立
ち
し　
　

　
　
　

名
に
し
負
う
学
園

　
　
　
　
　

精
華
あ
り

　
　
　

理
想
に
充
て
る
を

　
　
　
　
　

君
み
ず
や



－29－

　
　
　
　
　
　

作
詞　

土
生
滋
穂

　
　
　
　
　
　

作
曲　

上
杉
金
平

　
　

贈　

第
二
十
四
回
卒
業
生
一
同

　
　
　
　

昭
和
四
十
九
年
三
月

ｃ
ー
51　

働
学
一
如

　
　

働
学
一
如

　
　
　

定
時
制
こ
こ
に
終
る

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
四
年
三
月

ｃ
ー
52　

創
立
50
周
年
記
念

　
　

創
立

50
周
年
記
念

　
　
　
　
　

平
成
４
年
11
月
１
日

　

ｃ
ー
53　

自
立
友
愛

　
　

自
立
友
愛

　
　
　
　
　

平
成
七
年
三
月

　
　
　
　
　

贈　

第
六
回
卒
業
生
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
奨
書



－30－

4
節　

村
岡
地
区

ｄ
ー
１　
（
校
歌
碑
）

　
　

校
歌

　
　
　
　

作
詞　

青
木
紀
元

　
　
　
　

作
曲　

棚
池
慶
助

村
岡
の
山
を
背
に
負
う
て

緑
に
に
お
う
学
び
や
よ

元
気
は
つ
ら
つ
呼
ぶ
声
に

こ
た
え
て
光
る
野
辺
の
風

村
岡
の
誇
り
村
岡
校

師
は
あ
た
た
か
く
友
清
く

父
母
の
願
の
凝
る
と
こ
ろ

あ
あ
栄
え
あ
り
わ
が
母
校

記号 番号 名　　　称 学　校　名 設置年月日 寸　　　法（ｍ） 備　考

ｄ 1 （校歌碑） 村岡小学校 昭和54.3 １段　総高0.83×1.64×0.15
ｄ 2 （卒業記念時計） 村岡小学校 昭和60.3 不要
ｄ 3 さあ翔こうぼくらの21世紀 村岡小学校 平成（6） １段　総高0.62×1.11×0.86
ｄ 4 二宮尊徳像 村岡小学校 無 不要
ｄ 5 楠正成像 村岡小学校 無 不要

設立年 西暦 学　校　名 場　所 備　　　　　　考

明治６年 1873 村岡小学校 郡
浄土寺・暮見・寺尾（10年３区で分教場、浄土寺に）・滝波（７年
分教場）・三谷・黒原・五本寺・猿倉・郡９区で設立。後に滝波区
が分離、三谷・猿倉区は成器小学校に入る。再度23年三谷加入、同
時に栃神谷区も加わる。41年に立志小学校・丸山小学校を合併

明治10年 1877 立志小学校 滝　波 滝波区で設立。（大正７年まで分教場）
明治11年 1878 丸山小学校 浄土寺 浄土寺区で設立。23年猿倉区加わる。（大正７年まで分教場）
昭和22年 1947 村岡小学校 郡 新学制
昭和22年 1947 村岡中学校 郡 ～ 40年迄

表27　村　岡　地　区

表28　村岡地区学校沿革

　
　

昭
和
五
十
四
年
三
月

　
　
　
　

第
七
十
回
卒
業
生

昭
和
五
十
四
年
…
一
九
七
九
年
。

ｄ
ー
２　
（
卒
業
記
念
時
計
）

　
　

村
岡
小
第
76
回
卒

　
　
　

卒
業
生
一
同

　
　
　

昭
和
60
年
３
月
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ｄ
ー
３　

さ
あ
翔
こ
う
ぼ
く
ら
の
21
世
紀

　
　

さ
あ
翔
こ
う

　
　
　

ぼ
く
ら
の
21
世
紀

　
　

平
成
５
年
度
第
85
回
村
岡
小
学
校
卒
業
生

　
　
　

生
徒
氏
名
略　

66
名
の
名
前

平
成
５
年
度
…
一
九
九
四
年
。

ｄ
ー
４　

二
宮
尊
徳
像

ｄ
ー
５　

楠
正
成
像
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５
節　

野
向
地
区

ｅ
ー
１　

記
念
樹

　
　

記
念
樹　
　

昭
和
二
十
四
年
三
月

（
裏
）

　

野
向
中
学
校

　
　

第
二
回
卒
業
生
四
十
八
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
出
義
雄

昭
和
二
十
四
年
…
一
九
四
九
年
。

ｅ
ー
２　

愛
敬　

　
　

愛
敬

　
　
　
　
　
　

長
雲
書

（
裏
）

　

校
舎
新
築
記
念

　
　

昭
和
五
十
九
年
三
月
吉
日

　
　
　
　

寄
贈
者

　
　
　
　
　
　
　

山
本
組

　
　
　
　
　
　
　

市
川
組

　
　
　
　

長
雲
は
福
井
大
学
教
授
杉
本
長
雲
。

記号 番号 名　　　称 学　校　名 設置年月日 寸　　　法（ｍ） 備　考

ｅ 1 記念樹 野向小学校 昭和24.3 １段　総高0.82×0.20×0.09
ｅ 2 愛敬 野向小学校 昭和59.3.吉日 ３段　総高1.02×1.60×0.31　
ｅ 3 （校歌碑） 野向小学校 平成2.3.吉日 ３段　総高1.12×1.45×0.17　
ｅ 4 文部大臣賞受賞記念 野向小学校 平成4.10.10 １段　総高1.15×0.12×0.09
ｅ 5 ふれあい 野向小学校 平成9.10.18 不要 プレート

設立年 西暦 学　校　名 場　所 備　　　　　　考

明治６年 1873 青郊小学校 竜　谷 布市・清水島（13年分離）・竜谷・竹林４区で設立。23年に芳渓小
学校・幽渓小学校を併合

明治６年 1873 芳渓小学校 北野津又 横倉・北野津又２区で設立。23年青郊小学校に併合される

明治７年 1874 幽渓小学校 深　谷 杉山･中野又（２区の分教場を中野又に、後分離）･深谷･薬師神谷
･牛ケ原･聖丸６村区で設立。～ 23年迄、青郊小学校に併合される

明治10年 1877 横倉小学校 横　倉 芳渓小学校から分離。昭和41年野向小学校の分校に
昭和22年 1947 野向小学校 竜　谷 新学制
昭和22年 1947 野向中学校 竜　谷 ～ 40年迄

表29　野　向　地　区

表30　野向地区学校沿革
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ｅ
ー
３　
（
校
歌
碑
）

　
　

校
歌

　
　
　

作
詞　

野
向
小
学
校
教
員

　
　
　

作
曲　

望
月
敬
明

清
き
高
尾
の
精
を
受
け

白
線
遠
く
九
頭
龍
の

眺
め
は
る
か
に
見
お
ろ
し
て

生
い
立
つ
わ
れ
ら
幸
多
し

あ
あ
秀
麗
の
野
向
校

松
の
緑
や
青
郊
の

華
か
ぐ
わ
し
く
咲
き
そ
い
て

誠
の
教
え
今
も
な
お

わ
れ
ら
の
胸
に
生
き
る
な
り

あ
あ
伝
統
の
野
向
校

高
く
そ
び
ゆ
る
大
日
の

峰
に
も
ま
さ
る
わ
が
願
い

時
の
嵐
は
激
し
と
も

汗
の
峠
を
踏
み
越
え
ん

あ
あ
栄
光
の
野
向
校

（
裏
）

　

退
職
に
あ
た
り

　

母
校
の
永
遠
の
栄
光
を
希
っ
て

　

こ
こ
に
校
歌
碑
を
贈
る

　
　
　

平
成
二
年
三
月
吉
日

　
　
　

第
二
十
四
代
野
向
小
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田
公
輔

平
成
二
年
…
一
九
九
〇
年
。

ｅ
ー
４　

文
部
大
臣
賞
受
賞
記
念

　
　

文
部
大
臣
賞
受
賞
記
念

　
　

野
向
町
体
育
振
興
協
会

　
　

社
会
体
育
優
良
団
体
表
彰

　
　
　
　
　

平
成
四
年
十
月
十
日

ｅ
ー
５　

ふ
れ
あ
い

　
　

ふ
れ
あ
い

　
　
　
　

寄
贈

　
　
　
　
　
　

岡
田
進

平
成
九
年
十
月
十
八
日


